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仕様と構成

このカタログは掲載しております製品の性能および仕様、
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御了承ください。

Please note that the above specifications may be 
changed without notie due to model improvements or 
modifications.
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本装置は、計測対象ガスを紫外線レーザーにより一光子イオン化させ、飛行時間型質量分析計で検出します。

『高感度・リアルタイム・同時多成分分析』で計測を実現。

① イオン化にUVレーザーを用いるため、高効率な同時多成分イオン化が可能。

② 飛行時間型質量分析を用いるため、全質量数をリアルタイムに同時検出可能。

質量分解能

検出器

到達真空度

検出限界

寸法

重量

電源

～800（m/z=112）

ＭＣＰ　有効径　14.5mmφ

～1.0×10-5Pa

芳香族化合物について　20 ppbv（50秒精算）

W822(1015)×D644×H945 mm

175kg

AC 100V,　15A

分析性能

装置構成

装置ユーティリティー

リアルタイム・高感度 飛行時間型質量分析計

Laser Ionization Compound Analyzer
本装置は、科学技術振興機構（JST）先端計測分析技術・機器開発事業のプロジェクト「光イオン化質量分析
による微粒子・微量成分計測」（リーダー：名古屋大学 松見教授、開発担当：東京大学 戸野倉教授）の成
果によるものです。
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リアルタイムなのに高感度・ハイスループット
～分析時間を大幅に短縮 新世代のＴＯＦ-ＭＳ～
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高感度・リアルタイム測定の

芳香族系VOC混合試料のマススペクトル（各10 ppmv）

■ 測定例

東京大学 環境安全研究センター 戸野倉教授御協力
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代表的なVOCのイオン化ポテンシャルと光子エネルギー

■ 本装置の測定対象

■ 光イオン化によるフラグメントの抑制
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本装置は、計測対象ガスを紫外線レーザーにより一光子イオン化させ、飛行時間型質量分析計で検出します。

UVレーザーによるイオン化によって、高効率な同時多成分イオン化が可能。飛行時間型質量分析を用いるため、全質

量数をリアルタイムに同時検出、時間による濃度変化に対応できます。(下図は1秒ごとに計測)

■ 走行中の自動車排ガスのリアルタイム成分測定

◆GC-MSと異なり、前処理の必要がないため、

モード走行中の自動車排ガスを逐次測定可

能。

◆高感度、同時多成分、リアルタイム分析によ

り、これまで知られていなかった各種成分の

排出傾向を把握することで、クリーンなエン

ジン、触媒開発に貢献。

◆自動車以外にも、様々な製品の開発や環境分析

等に応用が可能。

■ 各種サンプルの迅速ガス成分測定
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自動車排ガスのリアルタイム測定

観測経過時間毎の質量スペクトル

質量数別に信号強度の時間変化を確認

◆ バナナ◆ 茶葉 ◆ マスカラ（化粧品） ◆ たばこ（副流煙）
（実験条件）
配管長：1.5 m
配管加熱：80 ℃
積算時間：50秒

生茶葉の醗酵段階に応じた香り成分の
リアルタイム測定が可能です。

（実験条件）
配管長：0.5 m
配管加熱：なし
積算時間：50秒

果物などの香り成分から、菌が繁殖し
た食物の腐敗臭まで、リアルタイムに
測定できます。

（実験条件）
配管長：0.5 m
配管加熱：なし
積算時間：50秒

各社の成分の違いまで検出可能です。

（実験条件）
配管長：1.5 m
配管加熱：80 ℃
積算時間：50秒

主流煙・副流煙で異なったMassパター
ンが検出可能です。
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